
（別添様式１）

平成３０年度 建設産業魅力発信（担い手確保・育成）取組実績

機関・団体等の名称

広島建設青年交流会

事業等の名称 広島県内建設業界を知ってもらう説明会

１．実施時期

平成 30 年 6 月 7 日 県立広島工業高等学校

平成 30 年 6 月 11 日 呉工業高等専門学校（4 年生対象）

平成 30 年 6 月 14 日 県立西条農業高等学校

平成 30 年 9 月 26 日 呉工業高等専門学校（2 年生対象）

平成 30 年 11 月 28 日 広島工業大学専門学校

２．実施場所

（上記に記載）

３．対象者（参加見込又は参加者数）

県立広島工業高等学校 土木科 3 年生 約 40 名

呉工業高等専門学校 環境都市工学科 4 年生 約 40 名

県立西条農業高等学校 緑地土木科 1・2 年生 約 80 名

広島工業大学専門学校 土木工学科 1 年生 約 20 名

４．共催・単独等の開催状況

広島県、（一社）広島県測量設計業協会、（一社）広島県建設工業協会、広島

建設青年交流会による共催

５．事業等の内容

「県内の建設業界への就職希望者の増加を図ること」を目的として、県内の

土木系学科を有する高校、専門学校、高専において、建設業の地域貢献、や

りがい等について講義を行いました。2 部構成で、第 1 部は、広島県土木建築

局建設産業課、広島県測量設計業協会、広島建設青年交流会が、それぞれ行

政、コンサルタント、建設業者の立場から、社会資本整備の状況や業界の魅

力について、スライドを用いて説明を行いました。また、本事業のために作

製した PR 動画を視聴してもらいました。第 2 部は、それぞれの学校の卒業生

や若手技術者による意見交換会を実施しました。

６．期待される効果（実施結果：効果）

土木に関わるそれぞれの立場から社会的役割や仕事のやりがいなどを直接伝

えることで、土木の仕事を知ってもらうことができました。卒業生や若手技



術者にも参加してもらうことで、より身近に感じてもらうことができました。

平成 27 年度から本事業を始めて 4 年目になりますが、この学校訪問を通じて

就職先を決めた学生もおり、入職支援に効果があると考えられます。また、

テレビ取材もあり、メディアを通じて土木業界への入職促進活動を行ってい

ることも社会全般に広く知ってもらうことができました。

７．運営上の課題と課題解決に向けての検討・提案

専門を専攻している学生については既に土木に関心があるため、これまでの

学校は継続した上で、普通科や専門外の学校にも広げていく必要があります。

また、学生のみではなく、就職の際に影響力がある親へ業界の PR をしていく

必要もあります。広島県など行政機関と連携して、県立大学に土木科を創設

したり、また、地元建設業界に就職すれば授業料免除にするなど、政策的に

土木業界への入職支援をできれば、より大きな効果が得られると考えられま

す。

８．その他

注１：提出資料は電子データとしてください。

注２：パンフレット等製本資料がある場合は、必要部数を参加者集計の後お知らせしますので、各

機関で部数を揃え、期限までに事務局へ提出してください。



平成 30 年 6 月 7 日 広島県内建設業界を知ってもらう説明会（県工）開催

場所：県立広島工業高等学校

本事業も４年目に入りました、今年の第一弾は県立広島工業高等学校土木科三年生の皆さ

んを対象に実施しました。昨年に引き続き、この事業のために撮影した業界 PR 動画を視聴

してもらいました。その後は各説明及び若手技術者（県工卒業生）との意見交換会を行い

ました。生徒の皆さんより様々な質問をしていただき、将来への関心の高さを感じました。

更に TV 局よりの取材もあり、当日の説明会内容が県内で放送されました。 

【平成 30 年 6 月 11 日 中建日報】 



平成 30 年 6 月 11 日 広島県内建設業界を知ってもらう説明会（呉高専）開催

場所：呉工業高等専門学校

第二弾は呉工業高等専門学校環境都市工学科四年生の皆さんを対象に実施しました。前回

と同様にまず業界PR動画の視聴してもらい、各説明のあと若手技術者との意見交換へ移行。

質門の回答内容を熱心に聞いておられました。 

【平成 30 年 6 月 14 日 中建日報】 



平成 30 年 6 月 14 日 広島県内建設業界を知ってもらう説明会（西農）開催

場所：広島県立西条農業高等学校

第三弾の説明会は東広島市の広島県立西条農業高等学校で実施。今年も昨年に引き続き、

早い時期から進路先として建設業を意識していただくために緑地土木科一年生・二年生を

対象としました。先輩のユーモアも交えた生の声を聞き、数多くの質問が集まり、建設業

への関心の高さがうかがえました。 

平成３０年９月２６日 広島県内建設業界を知ってもらう説明会（呉高専：2 回目）開催

場所：呉工業高等専門学校

第四弾は、6 月に 1 度開催させていただいた呉工業高等専門学校にて、環境都市工学科の二

年生の皆さんを対象に実施しました。こちらの学校では例年四年生を対象に説明会を開催

させて頂いていますが、もう少し早い段階で建設業に関心を持ってもらえたらと、二年生

を対象に 2 度目の開催をさせていただきました。若手技術者との意見交換では、現役女性

技術者も登壇し、建設業の現状をお伝えしました。 



（別添様式１）

平成３０年度 建設産業魅力発信（担い手確保・育成）取組実績

機関・団体等の名称

広島建設青年交流会

事業等の名称 ひろしま建設フェア 2018 

１．実施時期

平成 30 年 10 月 6 日

２．実施場所

広島県庁正面駐車場

３．対象者（参加見込又は参加者数）

一般来場者（小中学生や家族連れなど） フェア全体 約 4,000 人

出展ブース 約 517 人

  （うち子ども約 276 人）

４．共催・単独等の開催状況

【主催】広島県、（一社）広島県建設工業協会、広島県建設業協会連合会、建

設産業専門団体中国地区連合会

【協賛】公益財団法人建設業福祉共済団，西日本建設業保証株式会社

【協力】中国建設躯体工業連合会，協同組合中国建設専門工事業協会，一般社

団法人日本左官業組合連合会 中国ブロック会

【後援】広島市，広島県教育委員会，広島市教育委員会

【出展】広島建設青年交流会、（一社）広島県測量設計業協会、広島県生コン

クリート工業組合、呉工業高等専門学校、他

５．事業等の内容

建設産業の将来の担い手候補である小中学生等の次世代への魅力発信を図る

ため、業界団体と連携し、建設フェアを開催しました。建設フェア全体とし

ては、建設重機シミュレーター、建設重機の展示・試乗、ロープ 1 本で自分

の体を持ち上げる滑車体験、VR による足場体験、ドロ団子の製作、壁塗り体

験、ドローンフライトシミュレーター体験、ダ・ヴィンチの橋づくり、コン

クリートでキャンドルスタンドづくり、ミキサー車で遊ぶ体験、などの出展

を行いました。

当会では、おもちゃのショベルによるスーパーボールすくいゲームを行うキ

ッズ体験ブースを出展しました。すくったスーパーボールは、数量を限定し

てお持ち帰りして頂きました。また、当日登録して頂いた方の中から抽選で

おもちゃのショベルカーを進呈しました。



６．期待される効果（実施結果：効果）

約 4,000 人の親子連れ、家族連れの来場者があり、非常に多くの一般の方に参

加して頂き、建設業について広く知ってもらうことができました。建設業界

に関わる多岐に渡る分野の業界団体からの出展があり、それぞれの団体の特

徴を生かした内容であったため、多くの子どもたちに楽しく体験してもらう

ことができました。また、フェア全体やブースによっては、参加者がお持ち

帰りできるものが用意されており、家に帰った後も触れて頂くことができま

した。

当会の出展内容においても、非常に長い待ち行列ができるなど、関心が高か

ったと思われます。「事前に練習しておいたので当日は沢山スーパーボール

をすくうことができました。」といった声を頂くなど、子どもをはじめ、親

子で楽しんで頂くことができました。玩具のショベルですが、楽しかった思

い出が、建設業を身近に知って頂く良い機会になったと思われます。

７．運営上の課題と課題解決に向けての検討・提案

想定以上に多くの来場者が来たため、子ども連れで長時間待って頂く状況に

なったため、スタッフの増員やより多くの玩具ショベルを用意するなど、運

営体制の強化が必要と考えられます。

フェア全体としても、非常に多くの来場者が来られたため、会場が狭くなり

ました。より広い会場で開催し、また、待ち行列の整理等の工夫が必要と考

えられます。また、当日強風によりテントが飛び、けが人が出る状況などが

あったため、応急処置などの緊急対応の体制をよりしっかりとして行く必要

があると考えられます。また、台風によりフェアが途中で中止となったため、

台風などのシーズンを避ける、あるいは、風散養生等の対応が必要と考えら

れます。

８．その他

注１：提出資料は電子データとしてください。

注２：パンフレット等製本資料がある場合は、必要部数を参加者集計の後お知らせしますので、各

機関で部数を揃え、期限までに事務局へ提出してください。



平成 30 年 10 月 6 日 「ひろしま建設フェア 2018」開催

場所：広島県庁正面駐車場

広島県と建設業団体主催による「ひろしま建設フェア 2018」に参加し、「おもちゃのショ

ベルによるスーパーボールすくい」のキッズ体験ブースを出展しました。この日は残念な

がら台風 25 号の接近に伴う強風の影響により、12：30 にフェアは終了となりましたが、当

会ブースにもフェア開場直後から多くの方にご参加いただき、大盛況のうちに終えること

が出来ました。 

【平成 30 年 10 月 12 日 中建日報】



（別添様式１）

平成３０年度 建設産業魅力発信（担い手確保・育成）取組実績

機関・団体等の名称

広島建設青年交流会

事業等の名称 子どもたちに絵本を贈る事業

１．実施時期

平成 30 年 10 月 9 日～11 月中旬

２．実施場所

大竹市、廿日市市、大崎上島町、安芸高田市、安芸太田町、北広島町、尾道市、

世羅町、神石高原町内の全小学校 80 校

３．対象者（参加見込又は参加者数）

対象地域内の小学校全児童 約 17,416 人

４．共催・単独等の開催状況

（一社）広島建設工業協会、（公財）建設業福祉共済団、西日本建設業保証（株）、

広島建設青年交流会による共催

５．事業等の内容

一昨年の広島市、昨年の福山市、三次市、庄原市に続き、上記の広島県内のそ

の他地域の小学生の子どもを対象として、小学校に建設業に関する絵本を寄贈

し、建設業界をもっと知ってもらい「知識を深めてもらう」、「建設業のイメ

ージアップを図る」等の効果を期待し、将来的になりたい職業として選択して

もらい、若手入職者をより多く確保することを目的としております。各小学校

を訪問し、下の 7 冊の絵本を寄贈しました。また、絵本に加え、全児童を対象

に建設学習帳（自由帳）を寄贈しました。

  ・土木の歴史絵本シリーズ 5 巻 （瑞雲舎）

    「暮らしを守り工事を行ったお坊さんたち」

    「川を治め水と戦った武将たち」

    「技術と情熱をつたえた外国の人たち」

    「土木技術の自立をきずいた指導者たち」

    「海外の建設工事に活躍した技術者たち」

  ・しごとば東京スカイツリー （ブロンズ新社）

  ・図解絵本 工事現場 （ポプラ社）

  ・建設学習帳（自由帳）



６．期待される効果（実施結果：効果）

建設に関わる絵本を小学校に寄贈することで、多くの小学生に建設について

興味を持ってもらうことができました。多くの小学校では新規の図書購入が

削減されてきている中、絵本の寄贈を大変喜んで頂けました。各校を訪問し、

校長、教頭に直接手渡しをすることで、将来を見据えて地道に建設業のすそ

野を広げる活動をしていることを知って頂き、教育者の視点から建設業に対

する認識を深めて頂くことができました。

７．運営上の課題と課題解決に向けての検討・提案

この度、上記の広島県内の市町の小学校に絵本を配布する際、当会会員が手

分けをして、各校を個別訪問しました。当会会員の多くは広島市内に拠点を

構える会社が多いため、配布に際し各会員に手間と時間の負担を掛けました。

今後、配布対象が広島県内のその他地域へ広がっていきますが、会員、並び

に、会員企業の負担がより大きくなる懸念があります。

８．その他

注１：提出資料は電子データとしてください。

注２：パンフレット等製本資料がある場合は、必要部数を参加者集計の後お知らせしますので、各

機関で部数を揃え、期限までに事務局へ提出してください。



平成 30 年 10 月 9 日～ 平成 30 年度事業 子供たちに絵本を贈る事業

場所：広島県内 4 市 5 町

平成 28 年度よりスタートした『子供たちに絵本を贈る事業』も、今年度で 3 年目となりま

した。今年度は、尾道市（24 校）、大竹市（4 校）、廿日市市（17 校）、安芸高田市（10

校）、安芸太田町（4 校）、北広島町（9 校）、大崎上島町（3 校）、世羅町（4 校）、神

石高原町（5 校）の全 80 校、生徒数約 17,400 人を対象とし、絵本及び建設学習帳（自由帳）

を当会会員が持参、寄贈させていただきました。今後、一人でも多くの子供たちに建設業

に興味を持ってもらうべく、これからもこうした事業を継続していきたいと考えておりま

す。 

     世羅小学校（世羅町）          芸北小学校（北広島町） 

    木江小学校（大崎上島町）         大竹小学校（大竹市） 

   戸河内小学校（安芸太田町）        油木小学校（神石高原町） 



【平成 30 年 10 月 16 日 中建日報】 

【平成 30 年 10 月 18 日 中国新聞（県北版）】



（別添様式１）

平成３０年度 建設産業魅力発信（担い手確保・育成）取組実績

機関・団体等の名称

広島建設青年交流会

事業等の名称 広島工業大学との交流事業

１．実施時期

平成 30年 12月 13日

２．実施場所

国土交通省 中国地方整備局 中国技術事務所（現場実習）

広島工業大学（意見交換会）

３．対象者（参加見込又は参加者数）

広島工業大学 環境土木工学科 3年生 約 90人
国道交通省中国地方整備局  数人

広島県  数人

広島建設青年交流会 約 30人

４．共催・単独等の開催状況

広島県建設工業協会、広島建設青年交流会による共催

５．事業等の内容

第 1部 国土交通省中国地方整備局中国技術事務所にて、鉄筋組立体験、実

橋教材モデルだ音点検実習、函渠モデル見学、災害対策用機械見学

（遠隔操作バックホウ、照明車、対策本部車）を実施しました。

第 2部 国道交通省中国地方整備局、広島県土木建築局による土木行政、社

会基盤整備について説明しました。その後、学生は 5 人程の小グル
ープに分かれ、それぞれのグループに国土交通省、広島県、広島建

設青年交流会の会員、若手技術者も加わり、各グループで意見交換

を行いました。

６．期待される効果（実施結果：効果）

中国技術事務所で、普段目にすることのない遠隔操作バックホウや照明車な

どの災害対策用機械を見たり、実橋教材モデルを用い打音点検実習をしたり、

また、実際に鉄筋組立て体験を行うことで、建設現場をより身近に感じても

らい、また、非常に興味を持ってもらうことができました。また、行政や会

員企業から比較的年齢の近い若手技術者が参加することで、学生に近い目線

で対話をすることができました。



行政、民間建設業者それぞれの立場の意見を聞くことができ、建設産業の魅

力をより総合的に伝えることができました。今年度は、小グループで意見交

換を行うことで、より身近な意見交換ができました。また、若手女性技術者

も参加し、女性だけのグループを作り、意見交換を行ったところ、普段聞か

れないことを聞くことができたとのコメントが学生からありました。

７．運営上の課題と課題解決に向けての検討・提案

今回初めて中国技術事務所で現場実習を行いましたが、大きく 3 班に分かれ
てローテーション方式で、それぞれ見学や実習を実施しました。しかし、各

班での時間配分がバラバラになり、見学や実習を行う担当者により、割当て

時間を超過するなど、スタッフ側のタイムスケジュールの意思統一を図る必

要があります。

８．その他

注１：提出資料は電子データとしてください。

注２：パンフレット等製本資料がある場合は、必要部数を参加者集計の後お知らせしますので、各

機関で部数を揃え、期限までに事務局へ提出してください。



平成 30 年 12 月 13 日 広島工業大学との交流事業 開催

【第 1部】現場実習（鉄筋組立・橋梁点検・災害対策用機械操作）

場所：国土交通省 中国地方整備局 中国技術事務所

今年度の広島工業大学との交流事業では、第 1 部として国土交通省 中国地方整備局様の

ご協力の下、中国技術事務所にて現場実習を行いました。鉄筋組立体験や、実物モデルを

用いた橋梁の安全性を確認する打音点検、西日本豪雨災害などで活躍した災害対策用機械

（照明者など）の操作を体験してもらいました。 

      中国技術事務所        災害対策用機械（照明者）の操作体験 

   堀江所長よりご挨拶とご説明 

 橋梁の打音点検体験とボックスカルバート施工における施工不良事例のモデル説明 

      鉄筋組立体験               鉄筋組立体験 



【第 2部】学生と企業・行政による意見交換会

場所：広島工業大学

第 2部では広島工業大学へ戻り、国土交通省 中国地方整備局 企画部企画課様及び、広

島県 土木建築局 技術企画課様よりご講演いただき、続いて学生との意見交換会を行い

ました。学生との意見交換会は、学生 5～6 名ずつの班を作っていただき、その班に１～２

名の当会会員や行政の方を加えて実施しました。企業説明会等では中々聞くことのできな

い【生の声】を、和気藹々とした空気の中で交わす事が出来ました。その後各班よりどう

いった話が出たのか発表していただき、班毎の様々な意見を共有しました。 

国土交通省 中国地方整備局様のご講演     広島県 土木建築局様のご講演 

学生との意見交換会 各テーブルでは給与や休暇などの話しから趣味の話まで、色々な話

を聞かれていました 

学生との意見交換会 テーブルのまとめ発表時も、テーブル毎の様々な意見を興味深く聞

かれていました 



【平成 30 年 12 月 20 日 中建日報】 



（別添様式２）

平成３１年度 建設産業魅力発信（担い手確保・育成）新たな取組予定

機関・団体等の名称

広島建設青年交流会

事業等の名称（仮称）

・広島県内建設業界を知ってもらう説明会

・ひろしま建設フェア

・子どもたちに絵本を贈る事業

・広島工業大学との交流事業

１．実施時期（予定）

前年同様に実施見込み。

２，実施場所（予定）

前年同様に実施見込み。

「子どもたちに絵本を贈る事業」については、配布エリアを広島県内の未配

布地域にして実施する見込み。詳細は未定。

３．対象者（参加見込）

詳細未定。

４．共催・単独等の開催方法（予定）

詳細未定。

５．事業等の内容（予定）

前年同様に実施見込み。

６．その他

注１：提出資料は電子データとしてください。

注２：パンフレット等製本資料がある場合は、必要部数を参加者集計の後お知らせしますので、各

機関で部数を揃え、期限までに事務局へ提出してください。


